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を歩いていると、父上同様に長身で髭面の到教授に、芝生でたむろする学生た
ち、とりわけ女子学生が声をかける。到さん、もてるねえ、とわたしは冷やか
したが、髭の教授に学生たちが寄せる親愛と信頼がうかがわれるようで、やわ
らかな日差しの中、なんともうれしい光景だった。到さんには『奪われぬ声に
耳傾けて』『アジア文化のラビリンス』ほか、いくつもの著書があり訳書があ
る。美術に始まって、歴史、思想、文化の広範な領域に視野を広げた、すぐれ
た仕事であるとわたしは思う。わたしが初めて先生宅を訪れたとき、到さんは
まだ学齢に達するかどうかのこどもだった。わたしたちはみんな「イタルちゃ
ん」と呼んでいた。その到ちゃんが成長して、ここで学部長をしている。わた
しが老いるはずである。この日の出会いからさらに十数年、わたしはとっくに
八十を越えた。記憶がいよいよ危うくなり、本稿でも誤りを重ねていることだ
ろう。お許しを請う。
　先生の死後に、『中国文学のたのしみ』（岩波書店）、『松枝茂夫文集』全二巻
（研文出版）が世に出た。いずれも編集解題は飯倉照平さんの仕事である。飯
倉さんは竹内好についても、多くの著作の編集解題を担当している。表に現れ
ぬ貴重な作業であって、飯倉さんの貢献を、わたしは大いに讃えたい。
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